R. J. Barro, Macroeconomics: A Modern Approach by 片岡 孝夫
99


























2 0 1 0 年 9 月
167





























































































































































ロバート J. バロ （ー著），谷内満（監訳），増井彰久（訳），『バロー　マクロ経済学』
（センゲージラーニング／同友館，2010年）
る。しかし，ここで展開される議論は（学会レベルでは標準的なものであるとしても）
現時点の学部教育における標準的内容からはかけ離れている。ここでは完全に省略され
ている伝統的ケインズ・モデルは，依然としてマクロ経済学を学ぶ者が当然知っておく
べき知識と見なされている現状において，本書がバローの意図したような形で読まれる
ことは少ないだろう。しかし従来の教科書だけでは飽き足らず，新しいマクロ経済学を
学びたいと思っていながら，その数式展開や必要とされる前提知識に違和感を覚える読
者にとって本書は福音となろう。また，より数理的なモデル分析を通して均衡景気循環
論を学んだ読者にとっても，本書はこれまで得られた知識の直観的理解を深める上で極
めて有益な一冊だといえる。
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